“立命館大学技術士会”設立へ

　我々立命館大学を卒業した者が、公衆の安全・健康・福利に寄与すべく科学技術に関して高等な専門的応用能力を有する技術者の中のプロフエッショナルとして「技術士」資格を取得していますが、これまでは所属する企業内、公務員、教育・研究者、独立したコンサルタント等の業務に従事し、個々のものとしている方が多く、今後もなおその形が継続されるように感じています。

　一方、立命館大学ではJABEE制度を導入したことにより、単位取得卒業者は技術士第一次試験が免除され、卒業と同時に登録することにより、技術士補の資格を有することはご存じの通りです。技術士第二次試験は、技術士補登録後４年間の実務実績が必要で、登録ができなければ７年間の実績まで受験資格は延びてしまいます。

　この不合理を解消できるとすれば、我々立命館大学卒業者の技術士である諸先輩方々であることは明白であるとの強い思いに到達し、「立命館大学技術士会」を設立して有能な後輩達を積極的に支援していかねばと発起したものです。技術士補を含む当会への加入は、①会員同士の親睦や技術力の向上、②後輩達の技術士受検への支援、③これらが蓄積されることにより後進への技術継承ができると考えております。

　先ずは最も多い建設系技術士を核に組織構築されますが、設立準備はほぼ整い、設立総会を平成２１年１２月１９日（土）１５時～大阪堂島浜の（社）中央電気倶楽部において予定しています。

　設立および今後の運営におきましては、みなさま方の温かいご支援・ご協力、ご指導・ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。
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